
町田市北部丘陵活性化計画アクションプランの総括について 
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実績値

（見込み）
評価 ４年間の総括 備考

1
新たな交流・回遊
拠点の開設【重点
事業】

開設された交流・回
遊拠点の数

2箇所（累計） 1箇所（累計） △

・開設候補地の場所について地域団体と協議を行いました。
・市場調査を実施し、拠点の果たす役割や機能について検討を行
いました。（農業振興課）

2

里山環境の回復や
保全を促進する仕
組みの構築【重点
事業】

新たな取り組みによ
り維持管理や活用が
図られた山林等の面
積

30,000㎡ 28,195㎡
○

・山林バンクモデル事業として3箇所、28,195㎡の山林等の活用を
図ることができました。
（農業振興課）

2017年度に当初の目標水準5000㎡を達成したため、30,000㎡に
上方修正しました。
【山林バンクモデル対象地】
・下小山田町（東谷戸）6,635㎡
・上小山田町（田中谷戸）16,038㎡
・下小山田町（東谷戸）5,522㎡

3

「（仮称）北部丘陵
まちづくり推進ネッ
トワーク」の構築
【重点事業】

「（仮称）北部丘陵ま
ちづくり推進ネット
ワーク」の立ち上げ

「（仮称）北部丘
陵まちづくり推
進ネットワーク」
の立ち上げ

一部実施
（小山田の森委
員会）

△

・2017年度、2018年度に地域の住民等を対象としたミーティングを
開催しました。
・2019年度は学生や若い世代の方をターゲットに絞った、ワーク
ショップの開催を検討しました。
（※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）
・2020年度は、既存の小山田の森委員会について、組織の目的や
規約等を定め、地域住民で構成する組織として設立し、活動を始
めました。
(農業振興課）

△

【忠生579号線（第Ⅰ期）】
2016年度から事業協力を得た地権者の所有地において、測量を
実施していますが、測量業務が完了していません。そのため、
2018年度に事業工程の見直しを行い、整備完了を2019年度から
2027年度に変更しました。
（道路整備課）
【忠生630号線（第Ⅱ期）】
道路線形や用地取得の調整に時間を要していたことから、2020年
度に事業工程の見直しを行い、整備完了を2019年度から2023年
度に変更しました。
（道路整備課）

【忠生579号線（第Ⅰ期）】
2018年度に事業工程見直し
整備完了：2019年度→2027年度に変更

【忠生630号線（第Ⅱ期）】
2020年度に事業工程見直し
整備完了：2019年度→2023年度に変更

5

北部丘陵での活動
や魅力の効果的な
情報発信【重点事
業】

市主催イベントの申
込率

80% 70% △

・2017年度　64%
・2018年度　65%
・2019年度　73%
・2020年度　70%
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、2020年度の4月から10
月までのイベントは中止となりました。
11月以降のイベントの申込率は、
【ヤブカンゾウの苗植え体験】11月　　6人/15人　40％
【木こり応援隊（小野路町）】2月　15人/15人　100％
※木こり応援隊は新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催
中止
よって、2020度平均では70％となり、80％に届きませんでした。
(農業振興課)

里山について、SNS（twitter、facebook）や地域情報サイト（まちだ
け。）という新たな情報発信ツールを活用したところ、奈良ばい谷
戸において、2019年度にはNHK大河ドラマ「いだてん」のロケ地撮
影、2020年度には㈱朝日新聞社で里山についての特集が行わ
れ、町田の里山の魅力について市内外に広く発信することができ
ました。

幹線道路等の計
画・変更等【重点事
業】

4

市道忠生579号線(Ⅰ
期)及び市道忠生630
号線(Ⅱ期)の整備完
了

２路線の
整備完了

【忠生579号線
(Ⅰ期)】用地測
量中
【忠生630号線
(Ⅱ期)】一部整
備完了

◎：目標値を上回った場合（目標値に対して110%以上の実績値を達成した場合）
○：おおむね目標値どおりの場合（目標値に対して110%未満、90%以上の実績値を達成した場合）
△：目標値を下回った場合（目標値の90%未満の実績値の場合）
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6
農地の改善や農道
の整備

整備した
農道の総延長
整備した
農地の総面積

農道：約3,500ｍ
農地：約3.0ha

農道：3,269ｍ
農地：2.0ha

△

農道3,269ｍ、農地2.0ｈａを整備しました。
(農業振興課)

7 農業研修事業
農業研修事業
修了者数

106人　(累計) 103人　(累計) ○

ホームページやＳＮＳを活用して農業研修事業を効果的にＰＲを
行った結果、研修の修了生の累計は103名となりました。
（農業振興課）

◎

農地パトロールで確認した遊休農地の所有者に対して、農地バン
クの登録を促し、累計17.9ｈａの遊休農地を解消することができま
した。
（農業振興課）

9 農業体験事業
市民農園、体験農
園、収穫体験農園の
合計数

7園（累計） 8園（累計） ◎

農業委員会だより等を通じて農家に開設を働きかけた結果、8園と
なり目標を達成しました。（農業振興課）

・市民農園　1園
・体験農園　1園
・収穫体験農園　6園

10

市民協働による里
山環境の再生・保
全

市民協働による里山
環境の再生・保全を
実施した事業数

5件（累計） 5件（累計） ○

小山田の森委員会、木こり応援隊、ヤマツツジの里での活動を継
続しました。活動の中で生まれてきた課題を踏まえ、新たに2箇所
取組を開始することができました。
（農業振興課）

1　小山田の森委員会
2　木こり応援隊
3　ヤマツツジの里
4　ＨＡＴＡＲＡＫＵ認知症ネットワークまちだ
5　小野路宿里山交流館周辺の山林

△

・測量について、地権者との協議を行った結果、対象地での測量
の合意を得ることができました。
・整備と管理についての課題抽出を行いました。
（農業振興課）

12
新規バスルートの
整備、増便

バス事業者が新たに
自主運行を行った路
線数

１ルート
運行（小山田桜
台～多摩南部
地域病院）

○

2017年12月に小山田桜台・多摩南部地域病院間でワゴン車（定
員：11名）を使用した検証運行を開始しました。利用者数の増加に
伴い、交差点改良等の走行環境整備工事を実施の上、2019年8
月から小型バス（定員：36名）に車両を変更しています。
（交通事業推進課）

○

地元の3つの地区街づくり団体にもご意見をいただきながら、市街
化調整区域地区計画運用指針を策定しました。また、活用を検討
している協議会に対し、アドバイザー派遣支援を行いました。
（都市政策課・地区街づくり課）

【3つの街づくり団体】
田中谷戸街づくり協議会
小山田中部街づくり協議会
小山田大龍地区街づくりを考える会

14

里山の景観を楽し
む散策コースの整
備

新たに整備された散
策コースの数

１コース コースの検討中 △

・鶴見川源流保水の森の遊歩道について、展望点を安全に利用
できるよう、柵を設置しました。
・小野路地域で新たな散策コースの設置に向けて、地域団体と意
見交換及び現地確認を行いました。
（農業振興課）

15 花のある道づくり 整備された箇所数 3箇所（累計） 3箇所（累計） ○

・候補地や花の種類について、関係者と意見交換を行い、2019年
度にＮＰＯ法人鶴見川源流ネットワークとの協働で、上小山田町の
鶴見川源流保水の森眺望点にヤブカンゾウの植栽を行い、2020
年度には植樹数を増やしました。
・2018年度は、小山田四季彩の森の中のイベントで、花の植え付
けを行いました。
（農業振興課）

・1箇所…上小山田町のツツジの里
・2箇所…上小山田町の鶴見川源流保水の森眺望点
・3箇所…小山田四季彩の森

合意形成未了

運用指針策定、
アドバイザー派
遣実施（13回）

約15ha　(累計)
あっせんを行った農
地の面積

約17.9ha　(累
計)

8

13
地区計画活用
の考え方の決
定

都道155号線の事業
決定

都道155号線の
事業決定

農地あっせん事業

生活道路の整備11

市街化調整区域に
おける土地利用方
策の検討（地区計
画制度等の活用）

市街化調整区域内に
おける地区計画活用
の考え方の決定
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